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�
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に

よ
り
行
財
政
改
革
の
波
が
地
方

に
押
し
寄
せ
る
中
、
全
国
の
市

町
村
で
、
こ
の
地
方
分
権
を
見

据
え
た
行
政
合
併
の
動
き
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
淡
路
島
内
で

も
、
現
在
、
「
洲
本
市
・
津
名

郡
」
と
「
三
原
郡
」
の
二
つ
の

単
位
で
任
意
の
合
併
研
究
会
が

今
年
四
月
に
発
足
し
、
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

�
こ
う
し
た
中
、
市
で
は
洲
本

商
工
会
議
所
、
市
連
合
町
内
会

と
合
同
で
「
行
政
合
併
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
七
月
か
ら
毎
月
一
回

を
目
標
に
開
催
し
ま
す
。
こ
の
�

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
地
域
を
越

え
た
住
民
や
民
間
、
行
政
が
一

同
に
会
し
て
、
行
政
合
併
の
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
討
議
を
交

わ
し
、
行
政
合
併
の
情
報
を
全

島
で
共
有
、
発
信
す
る
こ
と
で

「
地
方
分
権
時
代
を
リ
ー
ド
で

き
る
」
「
自
立
と
責
任
」
を
果

せ
る
行
政
合
併
に
つ
な
が
る
道

筋
を
考
え
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
傍
聴
は
自
由
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
�

◆
と
　
き
 
七
月
三
十
日
（月）�

　　　　　　

（
第
一
回
）
、
午
後
七
時
〜
九
�

　
時
（
二
回
目
以
降
の
日
程
な

　
ど
に
つ
い
て
は
随
時
広
報
な

　
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
�

◆
と
こ
ろ
 
洲
本
商
工
会
議
所

　
別
館
（
本
町
四
丁
目
、
旧
み

　
ど
り
銀
行
洲
本
支
店
）
�

◆
討
論
参
加
者
（
予
定
）
 
▽

　
市
、
商
工
会
議
所
、
市
連
合

　
町
内
会
か
ら
各
一
人
　
▽
島

　
内
か
ら
一
般
公
募
す
る
七
人

　
（
第
一
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加

　
希
望
者
の
締
め
切
り
は
七
月

　
十
八
日
ま
で
。
予
定
数
を
超

　
え
た
場
合
は
、
選
考
に
よ
り

　
決
定
し
ま
す
。
選
考
か
ら
も

　
れ
た
人
は
、
二
回
目
以
降
の
�

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
優
先
し
ま
す
）
�

　
商
工
会
議
所
別
館
に
「
合
併

情
報
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
す
。

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
行
政
合
併
に

つ
い
て
の
全
国
の
動
き
や
合
併

に
つ
い
て
の
資
料
な
ど
を
設
置

し
ま
す
。
ま
た
、
開
催
さ
れ
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ビ
デ
オ
放
映
も

行
う
予
定
で
す
。
自
由
に
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
開
館
時

間
は
、
午
前
九
時
〜
午
後
六
時

ま
で
。
�

▼
討
論
参
加
申
し
込
み
な
ど
詳

し
く
は
、
洲
本
商
工
会
議
所
�

（
　
２
２
・
２
５
７
１
）
か
、

市
企
画
部
企
画
課
（
　
２
２
・

３
３
２
１
）
へ
。
�

合
併
の
情
報
を�

知
り
た
い
人
は�

商
工
会
議
所
別
館
へ�

�

洲
本
市
で
は
、
洲
本
商
工
会
議
所
、
洲
本
市
連
合
町
内
会
と
合
同

で
、
「
行
政
合
併
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
公
開
討
論
会
）
」
を
七
月
か
ら

開
催
し
ま
す
。
討
論
参
加
者
は
、
淡
路
島
内
か
ら
希
望
者
を
募
集
、

全
島
で
合
併
に
対
す
る
情
報
を
共
有
し
、
情
報
を
発
信
す
る
場
と

な
り
ま
す
。�

ま
た
、
合
併
に
つ
い
て
の
情
報
や
資
料
を
紹
介
す
る
行
政
合
併
コ

ー
ナ
ー
を
会
議
所
別
館
に
設
置
し
ま
す
。�

市町�
合併�

行政合併は地方自治の歴史�
明治２１年末、日本には７１，３１４もの

町村がありました。この数が、市制町村制

の施行に伴う明治の大合併により明治２２

年末には約５分の１の１５，８５９に減少

しました。その後、緩やかな減少を続け、

昭和２０年には１０，５２０となっていた

市町村数は、２０年代末から３０年代前半

にかけての昭和の大合併により昭和４０年

には約３分の１の３，３９２となりました。�

�

� 町村�

15,859

16,000
（数）�
�
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現
在
、
少
子
・
高
齢
化
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

高
齢
社
会
に
対
応
し
て
よ
り
充

実
化
が
求
め
ら
れ
る
行
政
分
野

で
は
、
今
ま
で
の
市
町
村
の
単

位
で
は
、
適
切
な
対
応
が
難
し

い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
�

◆
少
子
・
高
齢
化
へ
の
対
応�

◆
地
方
分
権
の
推
進�

◆
効

率

化

の

推

進�

◆
ま

ち

づ
く

り

を�

　
財
政
面
で
支
援�

�

　
価
値
観
の
多
様
化
や
技
術
革

新
の
進
展
な
ど
に
伴
い
、
住
民

が
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
も
多
様
化
、

高
度
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
の

対
応
の
た
め
、
専
門
的
、
高
度

な
能
力
の
あ
る
職
員
の
育
成
、

確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

　
地
方
分
権
は
、
住
民
の
身
近

な
行
政
の
権
限
を
で
き
る
限
り

地
方
自
治
体
に
移
し
、
地
域
の

創
意
工
夫
に
よ
る
行
政
運
営
を

推
進
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
取
り
組
み
で
す
。
こ
れ
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
地
方

自
治
体
に
も
行
財
政
基
盤
を
強

化
す
る
た
め
の
努
力
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
�

　
隣
接
市
町
で
の
類
似
施
設
の

建
設
を
防
ぐ
な
ど
、
効
率
的
な

行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
�

▽
市
役
所
が
遠
く
な
り
不
便
に

な
る
の
で
は
。
�

▽
合
併
後
の
市
町
内
の
中
心
部

と
周
辺
地
域
で
は
、
地
域
格
差

が
出
て
く
る
。
�

▽
行
政
区
域
が
広
が
る
と
、
き

め
細
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
。
�

▽
合
併
に
よ
り
、
過
去
の
歴
史

的
特
色
が
失
わ
れ
た
り
、
個
性

的
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
な
く

な
る
。
�

 
合
併
直
後
は
、
地
域
間
の
道

路
整
備
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
た

め
の
施
設
整
備
、
格
差
是
正
の

た
め
の
施
設
整
備
な
ど
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
多
く

の
経
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
支
援
す
る
た
め
財
政
上

の
手
厚
い
特
例
措
置
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
�

 
ま
た
、
合
併
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
費

が
節
約
で
き
ま
す
が
、
直
ち
に

節
減
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
合
併
後
の

一
定
期
間
、
合
併
前
の
財
源
を

保
障
し
て
い
ま
す
。
�

◆
議
員
の
定
数
・
任
期
の
特
例�

�

　
合
併
後
の
一
定
期
間
、
旧
市

町
村
の
議
員
が
そ
の
ま
ま
新
市

町
村
の
議
員
で
い
る
こ
と
が
で

き
た
り
、
定
数
の
特
別
枠
を
設

置
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
例
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

�
自
主
的
な
市
町
村
の
合
併
が

円
滑
に
進
む
よ
う
、
国
は
「
市

町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
四
十
年
制
定
）
」

を
随
時
、
改
正
し
て
い
ま
す
。

行
政
合
併
の
支
援
策
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
�

�

▽
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
�

�
広
域
的
な
視
点
で
公
共
施
設

や
道
路
の
整
備
、
土
地
活
用
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な

ま
ち
づ
く
り
が
行
え
ま
す
。
�

▽
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
�

�
窓
口
サ
ー
ビ
ス
や
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
公
共
施
設

の
広
範
な
利
用
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
�

�
ま
た
、
福
祉
や
保
健
な
ど
の

分
野
で
、
皆
さ
ん
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
今

ま
で
以
上
に
高
度
な
専
門
職
員

に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

▽
経
費
の
削
減
�

�
行
政
経
費
が
削
減
さ
れ
、
少

な
い
経
費
で
よ
り
高
い
水
準
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
�

　
交
通
網
の
発
達
な
ど
に
よ
り

日
常
の
生
活
圏
が
拡
大
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
行
政
も
広

域
的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
よ
り
広
い
観
点

か
ら
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
�

◆
多
様
化
す
る
住
民�

　
　ニ
ー
ズ
へ
の
対
応�

◆
生
活
圏
の
広
域
化�

　
　
　
　
へ
の
対
応�

合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は�

合
併
に
よ
る
不
安�

合
併
に
対
す
る
支
援
は
？�

合併に関する検討が�
行われている市町村の割合�
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現在、全国の約4分の1の市町村が合併につ
いて検討しています。�

全国で� が合併を検討中�836市町村�836市町村�

75％以上�

50～70％未満�

25～50％�

1～25％�

0

平成13年5月　総務庁調べ�

市町村数の変遷�

明治22年末市制町村制�
施行（明治の大合併）�

昭和20年10月�

昭和28年10月町村合併促進法�
施行（昭和の大合併）�

昭和31年9月新市町村�
建設促進法施行�

昭和40年4月市町村合併�
特例法施行�
�
昭和60年4月�

平成13年4月�
市�
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夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 � 藤　　　勝� 本店／洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（２２）５５５５（代）�
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域４ヵ店　播磨地域７ヵ店�

�
兵
庫
県
知
事
選
挙
と
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
が
七
月
二
十
九

日
（日）
、
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
の
順
序
は
、
ま
ず
知
事
選

挙
の
投
票
後
、
参
議
院
選
挙
の

投
票
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
議
院
議
員
選
挙
に
は
、
「
兵

庫
県
選
挙
区
」
と
「
比
例
代
表
」

の
二
つ
の
投
票
が
あ
り
ま
す
。

「
比
例
代
表
」
選
挙
は
、
こ
れ

ま
で
の
拘
束
式
名
簿
か
ら
非
拘

束
式
名
簿
に
変
わ
り
ま
し
た
の

で
、
候
補
者
名
で
も
、
政
党
名

で
も
投
票
で
き
ま
す
。
�

◆
投
票
の
仕
方
は
、
�

▽
知
事
選
挙
�

�
�

�
�

�
�

�
候
補
者
の
氏
名
を
書
き
ま
す
。
�

▽
参
議
院
兵
庫
県
選
挙
区
�

�
�

�
�

�
�

�
候
補
者
の
氏
名
を
書
き
ま
す
。
�

▽
参
議
院
比
例
代
表
�

�
�

�
�

�
�

�
候
補
者
の
氏
名
ま
た
は
政
党

　
名
を
書
き
ま
す
。
�

◆
投
票
で
き
る
人
は
、
�

�
昭
和
五
十
六
年
七
月
三
十
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
本
年

四
月
十
一
日
以
前
か
ら
引
き
続

き
洲
本
市
に
住
所
の
あ
る
人
で

す
。
�

◆
不
在
者
投
票
は
、
�

�
投
票
日
当
日
、
仕
事
や
冠
婚

葬
祭
、
買
い
物
、
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
予
定
が
あ
る
人
は
、
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
�

▽
と
こ
ろ
 
・
洲
本
市
役
所
�

・
由
良
支
所
（
由
良
地
区
の
�

　
人
）
�

・
上
灘
出
張
所
（
上
灘
地
区
の

　
人
）
�

▽
と
 
き
 
七
月
二
十
八
日
（土）�

ま
で
の
午
前
八
時
半
か
ら
午
後

八
時
（
由
良
支
所
、
上
灘
出
張

所
は
午
後
五
時
）
ま
で
。
入
場

券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
な
く

て
も
本
人
の
確
認
が
で
き
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
）
。
印
鑑
は
不

要
で
す
。
�

◆
選
挙
公
報
は
、
�

�
選
挙
公
報
は
、
新
聞
折
り
込

み
（
朝
日
、
毎
日
、
産
経
、
神

戸
、
読
売
の
各
新
聞
）
で
、
七

月
二
十
二
日
ご
ろ
に
皆
さ
ん
の

家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、

市
役
所
や
由
良
支
所
、
上
灘
出

張
所
、
各
公
民
館
に
も
置
い
て

お
き
ま
す
。
�

◆
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す
�

�
由
良
四
丁
目
町
内
会
の
有
権

者
の
人
は
、
投
票
所
が
「
住
吉

神
社
」
か
ら
「
由
良
四
丁
目
会

館
」
に
変
わ
り
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
�

▼
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
（
　
２
２
・
３
３
２
１
内

線
３
０
５
、
３
０
６
）
へ
。
�

�
春
の
大
掃
除
作
業
中
に
、
ご

み
収
集
車
の
火
災
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
幸
い
発
見
も
早
く

近
所
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

早
期
消
火
が
で
き
ま
し
た
が
、

処
置
が
遅
れ
れ
ば
住
宅
へ
延
焼

な
ど
の
大
事
故
に
も
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
で
し
た
。
�

◆
次
の
よ
う
な
ご
み
を
出
す
時

は
、
事
故
防
止
の
た
め
必
ず
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
�

▽
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
、
完
全

に
使
い
切
っ
て
か
ら
ガ
ス
抜
き

を
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

▽
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
は
、
電
池

を
抜
く
な
ど
発
火
装
置
を
壊
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

▽
ガ
ラ
ス
な
ど
は
、
厚
紙
に
包

む
な
ど
し
て
危
険
の
な
い
よ
う

に
し
、
「
○
○
危
険
」
と
表
示

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
�

▽
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
完
全
に

使
い
切
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ

さ
い
。
�

◆
定
期
収
集
や
大
掃
除
で
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
は
、
絶
対
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
販
売

店
や
専
門
業
者
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
�

▽
危
険
物
　
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ガ

ソ
リ
ン
、
灯
油
、
シ
ン
ナ
ー
、

塗
料
、
廃
油
、
消
化
器
、
バ
ッ

テ
リ
ー
、
充
電
式
電
池
、
農
薬
、

劇
薬
、
医
療
廃
棄
物
な
ど
�

▽
処
理
困
難
物
　
オ
ー
ト
バ
イ
、

タ
イ
ヤ
、
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
マ

ッ
ト
レ
ス
、
農
機
具
、
ド
ラ
ム

缶
、
建
築
廃
材
、
焼
却
灰
な
ど
�

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
四
品
目
�

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
�

��　
七
月
二
十
六
日
（木）
�

　
（
第
四
木
曜
日
）
�

　
午
前
七
時
〜
正
午
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
環
境
整
備
課
（
　
２
２
・

３
３
２
１
内
線
３
４
３
）
へ
。
�

　
知
事
選
挙
・
参
議
院
議
員
選
挙
の�

　
　
投
票
日
は
７
月
29
日
（
日
）
で
す�
　
知
事
選
挙
・
参
議
院
議
員
選
挙
の�

　
　
投
票
日
は
７
月
29
日
（
日
）
で
す�

危
険
物
は
出
さ
な
い
で
！�

�

事
故
防
止
に
ご
協
力
を�

危
険
物
は
出
さ
な
い
で
！�

�

事
故
防
止
に
ご
協
力
を�

投
票
用
紙
�

�
（
う
す
い
水
色
）
�

投
票
用
紙
�

�
（
う
す
い
黄
色
）
�

投
票
用
紙
�

�
（
白
色
）
�

参議院比例代表選挙は「候補者氏名」また�
は「政党名」をお書きください。�

○本○郎�
�

△△党�
�

投
票
箱�

今
月
の
拠
点
回
収
�
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本店　洲本市宇山�

店舗　島　内　　２０店�

　　　神戸市　　 ５店�

　　　明石市　　 １店�

　　　西宮市　　 １店�
会　長�

理事長�

瀧　川　福　市�
瀧　川　好　美�
�

　
市
休
日
等
応
急
診
療
所
で
は
、

毎
週
火
曜
日
の
午
前
九
時
〜
正

午
ま
で
「
禁
煙
外
来
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
禁
煙
外
来
で
は

タ
バ
コ
の
誘
惑
を
避
け
る
「
環

境
改
善
法
」
や
、
タ
バ
コ
を
吸

い
た
く
な
っ
た
ら
別
の
行
動
を

起
こ
す
「
代
償
行
動
法
」
な
ど

禁
煙
を
続
け
る
コ
ツ
を
指
導
す

る
ほ
か
、
ニ
コ
チ
ン
依
存
度
の

高
い
人
に
は
、
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム

や
体
に
張
る
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ

を
使
用
し
な
が
ら
、
禁
煙
が
続

く
よ
う
、
医
師
や
保
健
婦
が
支

援
し
ま
す
。�

「
た
ば
こ
を
や
め
た
い
」
「
本

数
を
減
ら
し
た
い
」
と
思
っ
て

い
る
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。�

▼
予
約
な
ど
詳
し
く
は
、
市
役

所
保
健
セ
ン
タ
ー
（
　
２
２
・

３
３
３
７
か
Ｅ
メ
ー
ル�

���
���
���
���

@@@
@@@
@@@
@@@

���
���
���
���

ÀÀÀ
ÀÀÀ
ÀÀÀ
ÀÀÀあな

た
も
禁
煙
宣
言
を�

�

成
功
の
秘
密
教
え
ま
す�

　
　
　
　
　
　
　
　su

m
o
�

to
2
6
@
aw
aji-is.o

r.jp

）�

へ
。�

詳しくは、洲本商工会議所青年部（　２２-２５７１ ）へ。�

▲
�

洲
本
商
工
会
議
所
青
年
部
な
ど
で
は
、夏
の
洲
本
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻

そ
う
と
、七
月
二
十
八
日
か
ら
八
月
二
十
六
日
ま
で「 

S�
U�
M�
O�
T�
O 

ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
市
内
で
繰
り
広
げ
ま
す
。�

�

ニコチンガム（左）とニコチンパッチ�



�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

@@@@@
@@@@@
@@@@@
@@@@@
@@@@@
@@@@@
@@@@@
@@@@@

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

ÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀ
ÀÀÀÀÀ
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今
年
で
四
年
目
と
な
る「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」が
六
月
十
一

日
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
間
、生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い

た
事
業
所
の
皆
さ
ん
や
、あ
た
た
か
い
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
地

域
の
皆
さ
ん
に
は
、大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。�

�
生
徒
た
ち
は
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
仕
事
の
厳
し
さ
、た
く
さ
ん

の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�
 
 
 
 
 
 
 
 
洲
本
市
教
育
委
員
会
�

中
学
生
の
心
の
教
育
の
一
環
と
し
て
兵
庫
県
が
全
国
に
先
駆
け
て
行
っ
て

い
る
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
。
四
年
目
と
な
る
今
年
は
、
六
月
十

一
日
か
ら
十
六
日
（
広
田
中
は
、
五
月
二
十
八
日
か
ら
六
月
一
日
）
ま
で

行
わ
れ
、
公
立
の
中
学
二
年
生
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
に�

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。�

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た�

51

浄水場�

販売店�

保育所�

ゴミ焼却場�

図書館�

農協�

炭焼き�

ケーキ屋�

小学校�

�

ガソリンスタンド�

美容室�

販売店�

農園�

すし屋�

保育所�
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暴
力
団
が
、
私
た
ち
の
家
庭

に
入
り
込
ん
で
く
る
…
。
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
実
は
金
銭
の
貸
し
借
り

や
交
通
事
故
の
示
談
な
ど
に
暴

力
団
が
関
わ
っ
て
く
る
例
は
よ

く
あ
り
ま
す
。
�

　
▽
暴
力
団
関
係
者
か
ら
不
当

に
金
品
を
要
求
さ
れ
た
▽
暴
力

団
関
係
者
か
ら
、
用
も
な
い
の

に
一
方
的
に
書
籍
な
ど
を
売
り

つ
け
ら
れ
た
▽
交
通
事
故
の
示

談
を
し
よ
う
と
し
た
ら
、
暴
力

団
関
係
者
が
介
入
し
て
き
た
…

と
い
っ
た
場
合
は
、
必
ず
暴
追

セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
弁
護
士
や
保
護
司
、
少
年

補
導
委
員
、
警
察
Ｏ
Ｂ
な
ど
が

神
戸
・
尼
崎
・
加
古
川
・
姫
路

の
県
下
四
か
所
で
無
料
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
�

　
ま
た
、
暴
追
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
よ
う
な
業
務
も
行
っ
て
い

ま
す
。
�

◆
広
報
啓
発
活
動
 
▽
広
報
誌
、

　
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
▽
啓
発
ビ

　
デ
オ
の
貸
出
▽
暴
追
協
力
店
、

　
事
業
所
の
指
定
▽
暴
追
県
民

　
大
会
の
開
催
▽
各
地
区
暴
追

　
大
会
の
支
援
な
ど
�

◆
暴
排
活
動
支
援
 
▽
住
民
運

　
動
、
組
事
務
所
撤
去
活
動
へ

　
の
協
力
▽
暴
追
グ
ッ
ズ
（
ハ

　
ッ
ピ
、
た
す
き
、
の
ぼ
り
）

　
の
貸
出
▽
各
企
業
暴
追
責
任

　
者
に
対
す
る
講
習
会
の
実
施

　
な
ど
�

◆
救
援
支
援
活
動
 
▽
暴
力
団

　
相
手
の
民
事
訴
訟
な
ど
の
費

　
用
の
無
利
子
貸
付
 
▽
暴
力

　
団
か
ら
の
被
害
を
受
け
た
人

　
へ
の
見
舞
金
の
支
給
▽
暴
力

　
団
離
脱
者
の
就
業
支
援
な
ど
�

▼
詳
し
く
は
、
（財）
暴
力
団
追
放
 

兵
庫
県
民
セ
ン
タ
ー
（
〒
６
５

０
―
８
５
１
０
 
神
戸
市
中
央

区
下
山
手
通
５
―
４
―
１
　
　

０
７
８
・
３
６
２
・
８
９
３
０

ヤ
ク
ザ
ゼ
　ロ
）
へ
。
（
ホ
ー
ム
�

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　h

t
t
p
:
/
/

 
 

w
w
w
.w
a
rp
.o
r.jp

/b
o�

u
tsu
i/

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

b
o
u
tsu
i@
w
a
rp
.o
r.jp

）  

�

図
書
の
検
索
は�

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で�

�
市
立
図
書
館
で
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
図
書
の
貸
し
出
し

状
況
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
借
り
た
い
本
が
貸
し
出
し

中
の
場
合
は
予
約
を
し
た
り
、

図
書
館
に
な
い
場
合
は
、
購
入

を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
図
書
館
利
用
カ

ー
ド
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
�

�
市
立
図
書
館
で
は
、
七
月
一

日
か
ら
開
館
時
間
を
試
行
的
に

一
時
間
延
長
、
午
後
七
時
ま
で

貸
し
出
し
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
�

�
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
夏
休
み

の
学
生
な
ど
の
利
用
者
が
増
え

る
こ
と
や
、
図
書
館
が
生
涯
学

習
の
拠
点
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
で
す
。
�

�
十
二
万
冊
の
本
、
千
七
百
枚

の
Ｃ
Ｄ
、
九
百
本
の
ビ
デ
オ
が

皆
さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
�

�
本
は
一
人
、
二
週
間
以
内
、

十
冊
、
Ｃ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
は
一
週

間
以
内
で
二
本
ま
で
借
り
ら
れ

ま
す
。
�

◆開館時間  午前１０時～午後７時�
◆休館日　  月曜日、祝日、毎月末日、
　　　　　   年末年始、特別整理期間�
◆図書館 への連絡は �
　　２２・０７１２�
　fax２６・３１５５�
　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ �
　http://www.library.city.sumoto.hyogo.jp

◆ 暴力団を利用しない� ◆ 暴力団を恐れない� ◆ 暴力団に金を出さない�

暴力団に債権取り立てや用心
棒、トラブルの示談などを頼
むと、初めは利用したつもり
でも、最後には骨の髄までし
ゃぶられてしまいます。�

暴力団は相手が弱いとみたら、
どこまでも食いついて金をし
ぼり取り続けます。暴力団に
関する困り事がある時はすぐ
警察へ。�

暴力団の脅しや甘い言葉にの
って、お金を出さないように
しましょう。�

ノーモア�

�暴力！�暴力！�

午後７時までお待ちしています。�
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棋聖戦が今年も洲本市で�

　クィーン淡路や洲本市観光協会ほかの皆さんが７月２日、

高松や徳島を訪れ、洲本温泉や洲本港と関空を結ぶ洲本

パールラインの宣伝キャンペーンを行いました。�

　将棋の第７２期棋聖戦の第２局が６月２６日、
市内ホテルで行われました。今年の対戦は、
羽生善治棋聖と挑戦者郷田真隆八段で、郷田
八段が勝利しました。（写真は６月２５日に
行われた前夜祭）�

　平成１２年度の認定農業者の認定書交付式が、６月２２日市役

所会議室で行われました。認定農業者制度は、農業者が経営の規

模拡大や生産方式・経営管理の改善などを行うことを支援する制

度です。洲本市では、現在３１人が認定を受けています。�

�

　大浜海水浴場で７月１日、市観光協会（主催）や市、県、地元

関係者による海びらきが行われました。（写真は６月２９日、海

びらきを前に洲本漁業協同組合の皆さんによって行われた海底清掃）�

平成12年度認定農業者の皆さんです�

洲本パールライン、キャンペーンキャラバンが行く�

いよいよ夏到来！�

　市や県などでは、５月３０日から７月３１日まで「クリーン
アップひょうごキャンペーン」として快適な社会づくりに取り
組んでいます。その一環として、６月２７日には街頭キャンペ
ーン、７月１日には全島一斉清掃が行われました。�

クリーンアップキャンペーン展開中�

　市内では、今年に入り死亡事故が多発しています。交通事故

を防ごうと６月５日、由良小学校体育館で児童と高齢者の交通

安全教室が開かれました。�

ストップ・ザ・交通事故�

写真�ニュース�
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　梅雨入り前の６月８日に、淡路島内の災害危険地区の点検が、

市や県、消防署、警察などにより行われました。�

　「淡路島地球会議」（略称愛エコ）主催の講演会が６月１７日、
図書館で行われました。同会議代表のダグラス・ストラッカンさ
んの母国ニュージーランドでの風力発電の取組みの紹介の後、風
力発電を開発している酉島製作所の高田佐太一さんによる講演が
行われました。�

風力発電をご存知ですか�梅雨の対策は、万全です�

　紀淡連絡道路実現淡路期成同盟会総会が、６月１５日、市内
のホテルで行われました。総会の後、武庫川女子大学の角野幸
博教授が「ネットワーク社会における地域間交流の新展開」と
題した講演を行いました。�

　「デイサービズセンターやまて」と「デイサービスセンターう
しお」で、旧暦の端午の節句を前にした６月１９から一週間、シ
ョウブ湯のサービスが行われました。今回使用されたショウブは、
下内膳の白水祥文さんからプレゼントされたものです。�

ショウブ湯で、ほっと一息�新しい交流の形を！紀淡連絡道路�

　洲本第一小学校の４年生の親子８０人が６月２１日、ごみ焼

却施設やまなみ苑を見学しました。�

リサイクルとごみの減量化を�素材重視のアイスクリームです�
　
市
立
図
書
館
横
の
ア
ル
チ
ザ
ン
ス
ク
エ
ア
（
仮
称
）
で
、
７

月
か
ら
洲
本
市
酪
農
農
業
協
同
組
合
に
よ
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

の
製
造
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
の
間
は
、
島
外
業
者
へ

の
卸
販
売
の
み
で
す
が
、
８
月
以
降
、
ア
ル
チ
ザ
ン
ス
ク
エ
ア

内
で
販
売
す
る
予
定
で
す
。�



１０�

　
心
臓
は
縮
ん
で
血
液
を
送

り
出
す
こ
と
（
収
縮
期
）
と
、

広
が
っ
て
血
液
を
た
め
る
こ

と
（
拡
張
期
）
を
一
分
間
に

約
五
十
か
ら
九
十
回
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

収
縮
期
に
は
血
圧
が
最
高
に

な
り
、
拡
張
期
に
は
最
低
に

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
収
縮
期
血

圧
（
最
高
血
圧
）
と
拡
張
期

血
圧
（
最
低
血
圧
）
と
い
い

ま
す
。
血
圧
を
測
る
と
、
「
百

二
十
の
六
十
」
な
ど
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
そ
れ
が
収
縮
期

血
圧
と
拡
張
期
血
圧
で
す
。
�

�
血
圧
の
正
常
値
は
収
縮
期

血
圧
が
百
三
十
未
満
か
つ
拡

張
期
血
圧
が
八
十
五
未
満
で

す
。
収
縮
期
血
圧
が
百
三
十

か
ら
百
三
十
九
ま
た
は
拡
張

期
血
圧
が
八
十
五
か
ら
八
十

九
の
場
合
は
要
注
意
で
経
過

を
追
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

収
縮
期
血
圧
百
四
十
以
上
ま

た
は
拡
張
期
血
圧
九
十
以
上

が
高
血
圧
で
す
。
血
圧
は
私

た
ち
の
健
康
を
維
持
す
る
た

め
に
絶
え
ず
変
動
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
一
回
だ
け

の
血
圧
測
定
で
高
血
圧
で
あ

る
と
言
え
ま
せ
ん
。
血
圧
の

判
定
は
少
な
く
と
も
日
や
時

間
を
変
え
て
複
数
回
数
測
っ

て
判
定
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
�

�
高
血
圧
の
治
療
は
、
ま
ず

生
活
習
慣
の
改
善
で
す
。
糖

尿
病
・
心
筋
梗
塞
・
脳
梗

塞
・
脳
出
血
・
腎
不
全
・
眼

底
出
血
な
ど
が
既
に
出
て
い

る
場
合
は
最
初
か
ら
薬
も
必

要
に
な
り
ま
す
。
生
活
習
慣

の
改
善
と
は
、
①
食
生
活
の

改
善
②
適
切
な
運
動
③
肥
満

の
是
正
④
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲

み
過
ぎ
な
い
⑤
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
や
脂
肪
を
ひ
か
え
る
⑥

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
こ
と
で

す
。
こ
れ
ら
は
薬
よ
り
効
果

が
あ
る
た
め
、
薬
を
飲
む
前

に
ま
ず
行
う
べ
き
治
療
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
薬
を
飲
み
始
め

て
も
生
活
習
慣
の
改
善
を
行

わ
な
い
と
薬
の
効
果
が
半
減

し
ま
す
。
�

 
高
血
圧
治
療
の
目
的
は
何

で
し
ょ
う
か
。
単
に
血
圧
を

下
げ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
血
圧
を
下
げ
る
こ
と
で

心
筋
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
を

予
防
し
て
、
身
体
の
み
な
ら

ず
精
神
的
に
も
社
会
的
に
も

満
足
し
た
生
活
を
お
く
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
�

小出内科クリニック�

小出昌伸 医師�

献

血

日

程

�

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当�
�

受
給
者
の
人
は�

�

現
況
届
の
提
出
を�

�

淡
路
景
観
園
芸
学
校�

学
生
募
集�

�（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
を
受
�

給
し
て
い
る
人
は
、
年
一
回
現

況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
�

�
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
支

払
い
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
�

◆
現
況
届
の
受
付
�

�
〈
由
良
地
区
〉
�

▽
と
　
き
 
八
月
十
三
日
(月)�
�

�
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
�

▽
と
こ
ろ
 
由
良
支
所
�

�
〈
そ
の
他
の
地
区
〉
�

▽
と
　
き
 
八
月
十
四
日
(火)�
�

�
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
�

▽
と
こ
ろ
 
市
役
所
健
康
福
祉

　
部
福
祉
課
（
健
康
福
祉
館
）
�

▼
詳
し
く
は
、
同
福
祉
課
（
�

２
２
・
３
３
３
２
内
線
５
１
０
）

へ
。
�

�
淡
路
景
観
園
芸
学
校
・
景
観

園
芸
専
門
課
程
の
平
成
十
四
年

度
生
を
募
集
し
ま
す
。
�

◆
募
集
人
員
 
前
期
十
五
人
・

　
後
期
 
若
干
名
�

◆
修
業
年
限
 
二
年
�

◆
資
　
格
 
 
大
学
院
修
士
課

　
程
の
出
願
資
格
と
同
じ
�

▼
詳
し
く
は
、
同
校
総
務
課（
 
 
� ０

７
９
９
・
８
２
・
３
１
３
１
）

へ
。
�

◆
七
月
十
八
日
(水)
�

▽
午
前
九
時
四
十
五
分
〜
十
�

　
一
時
�

�
Ｊ
Ａ
日
の
出
洲
本
支
店
�

◆
七
月
十
九
日
(木)
�

▽
午
前
十
時
〜
正
午
�

�
洲
本
郵
便
局
�

▽
午
後
一
時
半
〜
三
時
半
�

�
関
西
電
力
淡
路
営
業
所
�

◆
七
月
二
十
三
日
(月)
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
半
�

�
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
�

◆
八
月
十
九
日
(日)
�

▽
午
前
十
時
〜
午
後
一
時
�

�
大
野
公
民
館
�

▽
午
後
二
時
半
〜
三
時
半
�

�
ジ
ャ
ス
コ
新
洲
本
店
�

◆
八
月
二
十
二
日
(水)
�

▽
午
前
九
時
半
〜
午
後
三
時
半
�

�
洲
本
市
健
康
福
祉
館
�

8月は道路�
ふれあい月間です�

�道路はみんなのものです。ルー
ルを守って広く・正しく使いまし
ょう。ゴミや空缶のポイ捨て、は
み出し看板の設置はやめましょう。�

洲本市・国土交通省�
兵庫県県土整備部�



１１�

　
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
十

五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
阿

久
悠
さ
ん
の
講
演
会
「
こ
こ
か

ら
始
ま
っ
て
」
と
映
画
「
瀬
戸

内
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
セ
レ
ナ
ー
デ

」
の
鑑
賞
会
を
行
い
ま
す
。�

◆
と
　
き
　
七
月
二
十
五
日
（水）�

▽
講
演
会
　
午
後
三
時
〜�

▽
映
画
鑑
賞
会
　
午
後
一
時
、

　
五
時
、 

七
時
〜�

◆
と
こ
ろ
　
兵
庫
県
立
淡
路
勤�

　
労
セ
ン
タ
ー
ビ
バ
ホ
ー
ル�

◆
入
場
料
　
無
料�

�
　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
は
、
一
億
円
以
上
の
高
額

当
選
者
が
昨
年
の
倍
に
な
り
ま

す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は

市
町
村
の
明
る
く
住
み
良
い
街

づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。�

◆
発
売
期
間
　
七
月
十
六
日
（月）

　
〜
八
月
三
日
（金）�

◆
抽
選
日
　
八
月
十
四
日
（火）
�

◆
種
　
目
　
①
航
空
学
生
②
一

　
般
曹
候
補
生
③
曹
候
補
士
④

　
二
等
陸
海
空
士�

◆
受
付
期
間
　
八
月
六
日
（月）
〜

　
九
月
七
日
（金）�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
課�

（
　
２
２
・
３
３
２
１
内
線
２

２
５
）
か
自
衛
隊
淡
路 

募
集
事

務
所
（
２
４
・
２
４
４
９
）
へ
。�

◆
と
　
き  

平
成
十
四
年
三
月
ま�

　
で
の
土
曜
日
（
三
回
・
一
講
座

　
十
二
時
間
）�

◆
と
こ
ろ
　
兵
庫
県
立
淡
路
高
等

　
学
校�

◆
対
　
象
　
二
十
歳
以
上
の
兵
庫�

　
県
民
で
パ
ソ
コ
ン
初
心
者�

◆
定
　
員
　
各
講
座
二
十
人�

◆
費
　
用
　
八
百
円
（
テ
キ
ス
ト�

　
代
）�

▼
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

淡
路
高
校
（
　
０
７
９
９
・
８
２

・
１
１
３
７
）
へ
。�

◆
募
集
期
間  �

▽
海
上
保
安
大
学
校
　
八
月
三  �

　
十
日
（木）
〜
九
月
十
一
日
（火）�

▽
海
上
保
安
学
校  

七
月
二
十 �

　
六
日
（木）
〜
八
月
九
日
（木）�

▼
受
験
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
、�

瀬
戸
内
海
東
部
統
制
通
信
事
務

所
（
　
０
７
９
９
・
６
４
・
０

４
２
６
）
へ
。 

保育所がんばってね。友達たくさん作ってね。�
 母：由美さん（新村）�

わが家の　 ホ ー プ�

海
上
保
安
大
学
校�

海
上
保
安
学
校�

学
生
募
集�

文
化
講
演
会
と�

映
画
鑑
賞
会
を�

開
催
し
ま
す�

淡
路
高
校�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
能
講
習�

受
講
生
募
集�

自
衛
官
募
集�

宝
く
じ
の
購
入
は�

県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で�

�

　ゴルフ場利用税の額は、ゴルフ場の規模、利用料金な
どにより、一人一日あたり３００円～１２００円となっ
ています。�
　ゴルフ場利用税の１０分の７が、ゴルフ場利用税交付
金としてゴルフ場のある市町に交付され、地域振興を図
るうえで重要な役割を果たしています。�

県や市町にとって貴重な財源です！�
ゴルフ場利用税は�

◇今月の納期◇�
◆固定資産税・都市計画税　　　　　　第２期�

納期  ７月３１日（火）�

洲本市総務部税務課�
納税は便利、安全、確実な口座振替で。�

兵庫県・県税事務所�

�

◆内　容 　税に関するもの�
◆応募用件　一人一編３０００字以内�
◆締　切　９月７日（金）�
◆応募様式  作文の冒頭に�
　　題名　氏名　学校名　学年を、末尾に　住所�
　　学校の所在地を記入してください。�
　申し込みなど、詳しく は、洲本税務署総務課�
（　２４・１２１２）へ。�

考えてみよう身近な税�
高校生の税の作文募集�

　畜産物に関する正しい知識を身につけ、安全・安心で
楽しい食生活を過ごしていただくための講演会と試食・
試飲会を開催します。�
◆と　き　８月３日（金）、午後１時３０分～４時３０分�
◆ところ　兵庫県立淡路勤労センター�
◆内　容　「安全・安心なおいしい食肉を食卓に」�
　　　　　「賢い畜産物の選び方・使い方」�
◆参加費　無料�
　詳しくは、洲本家畜保健衛生所・安全対策課（　２２
・５６０６）へ。�

畜産物の安全性推進�
フォーラムを開催します�

淡路・海のフェスタ2001

◆と　き　７月２８日（土）、１２：００～  �
◆ところ　炬口海水浴場 �
◆内　容　　シーフードバーベキュー　　ジェットスキー　
　　　　　試乗 　　その他 アトラクションなど�
　詳しくは、ＪＦ兵庫漁連（　０７８・６５２・３４４４）へ。�

�

▽
�

▽
� ▽
�

女性参加者大募集　先着７０人�



１２�

　
洲
本
市
で
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、

「
（
仮
称
）
洲
本
市
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る
懇

話
会
を
設
置
し
、
学
識
経
験
者

を
は
じ
め
と
す
る
委
員
で
検
討

し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
�

　
こ
の
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ
た

り
、
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
基
づ
き
推
進
す
る
た
め
、

懇
話
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る

委
員
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
中
か

ら
募
集
し
ま
す
。
�

◆
募
集
人
員
　
三
人
以
内
�

◆
応
募
資
格
　
二
十
歳
以
上
の

　
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
在
勤

　
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に

　
関
心
が
あ
る
人
�

◆
締
切
り
　
七
月
三
十
一
日
（火）
�

◆
応
募
方
法
　
市
指
定
の
応
募
�

�
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
�

�
上
、
次
の
テ
ー
マ
で
八
百
字
�

�
以
内
で
小
論
文
を
作
成
し
、
�

�
市
役
所
市
民
課
へ
提
出
し
て
�

�
く
だ
さ
い
。
�

◆
小
論
文
テ
ー
マ
　
①
男
女
共
 

　
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
②
ジ
�

�
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
③
女
の
 
 
�

�
自
律
、
男
の
自
律
に
つ
い
て
�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
生

活
部
市
民
課
男
女
共
同
参
画
社

会
係
（
　
２
２
・
３
３
２
１
内

線
２
５
０
・
４
１
５
）へ
。
�

◆
職
種
・
採
用
予
定
者
�

▽
事
務
職
 
 
約
十
人
�

◆
受
験
資
格
�

①
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
以

　
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校

　
教
育
法
に
よ
る
四
年
制
大
学

　
を
卒
業
し
た
人
か
、
来
年
三

　
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
�

②
昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
以

　
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校

　
教
育
法
に
よ
る
短
期
大
学
、

　
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

　
専
門
課
程
を
卒
業
し
た
人
　

　
か
、
来
年
三
月
ま
で
に
卒
業

　
見
込
み
の
人
�

�
③
昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日

　
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学

　
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

　
を
卒
業
し
た
人
か
、
来
年
三

　
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
�

＊
た
だ
し
、
①
に
該
当
す
る
人

　
が
②
や
③
を
受
験
し
た
り
、

　
②
に
該
当
す
る
人
が
③
を
受

　
験
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き

　
ま
せ
ん
。
�

◆
試
験
日
�

▽
第
一
次
試
験
 
九
月
十
六
日

　
（日）
�

▽
第
二
次
試
験
 
十
月
中
旬
の

　
予
定
�

◆
試
験
案
内
、
受
験
申
込
書
等

の
配
布
�

�
七
月
三
十
日
（月）
か
ら
希
望
者

　
に
配
布
し
ま
す
。
�

◆
申
込
受
付
期
間
�

�
八
月
六
日
（月）
〜
八
月
二
十
一

　
日
（火）
ま
で
。
�

▼
試
験
案
内
、
受
験
申
し
込
み

な
ど
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務

部
総
務
課
職
員
係
（
　
２
２
・

３
３
２
１
内
線
２
２
２
、
２
２

３
）
へ
。
�

高
齢
者
生
活
支
援
事
業�

と
し
て
新
し
い
サ
ー
ビ
ス�

を
始
め
ま
す�

寝
具
類
洗
濯
乾
燥�

消
毒
サ
ー
ビ
ス�

　
市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
社
会
で
、
引
き
続
き

生
活
し
て
い
く
こ
と
を
支
援
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
八
月
一
日

か
ら
次
の
新
し
い
事
業
を
始
め

ま
す
。�

兵
庫
県
立
農
業
大
学
校�

　
学
生
募
集�

◆
と
　
き
　
八
月
四
〜
五
日�

◆
と
こ
ろ
　
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

　
ド
内
、
神
戸
国
際
会
議
場
・

　
神
戸
国
際
展
示
場�

◆
内
　
容
　
人
権
啓
発
資
料
展
、

　
忍
た
ま
乱
太
郎
シ
ョ
ー
、
親

　
子
映
画
大
会
な
ど�

▼
実
施
時
間
、
参
加
申
し
込
み

な
ど
、
詳
し
く
は
、
（財）
兵
庫
県

人
権
啓
発
協
会
（
　
０
７
８
・

２
４
２
・
５
３
５
５
）
へ
。�

◆
定
　
員
　
四
十
人
（
推
薦
、

　
一
般
入
学
、
各
二
十
人
）�

◆
教
育
期
間
　
二
年
間
（
全
寮

　
制
）�

▼
受
験
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
、 

同
校
総
務
課
（
　
０
７
９
０
・

４
７
・
１
５
５
１
）
へ
。�

◆
試
験
日 

　
十
一
月
十
一
日
（日）�

◆
試
験
会
場
　
甲
南
大
学
な
ど

　
県
下
四
会
場�

◆
受
　
付
　
八
月
十
七
日
（金）
〜

　
三
十
一
日
（金）
ま
で
。�

◆
受
験
の
手
引
き
は
、
県
健
康

　
福
祉
事
務
所
、
市
介
護
福
祉

　
課
で
七
月
二
十
三
日
（月）
か
ら

　
配
布
し
ま
す
。�

▼
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、

県
社
会
福
祉
協
議
会
（
　
０
７

８
・
２
２
１
・
９
７
３
１
）
へ
。�

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス�

介
護
支
援
専
門
実
務
研
修�

受
講
試
験
を
行
い
ま
す�

人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

開
催
（
入
場
無
料
）�

◆
対
象
者
　
老
衰
や
心
身
の
障

　
害
の
た
め
、
自
分
で
理
容
院

　
や
美
容
院
に
出
向
く
の
が
困

　
難
な
人�

◆
内
　
容
　
自
宅
を
訪
問
し
　て
、

　
理
容
・
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
行

　
い
ま
す
。�

　
な
お
、
こ
の
ほ
か�

▽
買
い
物
や
洗
濯
な
ど
を
行
う

　
「
軽
度
生
活
援
助
事
業
」�

▽
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
動
作
訓
練

　
な
ど
を
行
う
「
い
き
が
い
対

　
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」�

▽
移
送
用
車
両
で
自
宅
と
医
療

　
機
関
な
ど
と
の
送
迎
を
行
う

　
「
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
」�

▽
緊
急
事
態
を
緊
急
通
報
セ
ン

　
タ
ー
に
通
報
す
る
機
器
を
お

　
貸
し
す
る
「
緊
急
通
報
シ
ス

　
テ
ム
貸
与
事
業
」
な
ど
を
行

　
っ
て
い
ま
す
。�

▼
利
用
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く

は
、
市
介
護
福
祉
課
（
　
２
２
・

９
３
３
３
内
線
５
０
６
）
へ
。�

◆
対
象
者
　
六
十
五
歳
以
上
の

　
人
だ
け
の
世
帯
や
身
体
障
害

　
者
で
、
老
衰
や
心
身
の
障
害

　
の
た
め
寝
具
類
の
衛
生
管
理

　
が
困
難
な
人�

◆
内
　
容
　
寝
具
類
の
乾
燥
や

　
水
洗
い
、
汚
れ
落
と
し�

�

市

職

員

募

集

�

洲
本
市
の
未
来
を
築
い
て�

く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す�

申
込
受
付
は�

　
８
月
６
日
〜
２１
日�

洲
本
市
男
女
共
同
参
画�

プ
ラ
ン
策
定
懇
話
会�

　

委

員

募

集�

�



１３�１３�

◆
受
験
資
格
　
昭
和
四
十
七
年�

　
四
月
二
日
〜
昭
和
五
十
九
年 �

　
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人�

◆
申
込
期
間
　
七
月
二
十
六
日 

　
（木）
〜
八
月
九
日
（木）�

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
拘
置
支
所
　

（
　
２
２
・
０
６
３
０
）へ
。�

　
洲
本
市
や
洲
本
警
察
署
、
洲

本
交
通
安
全
協
会
で
は
、
今
年

も
「
交
通
事
故
」
を
な
く
す
た

め
交
通
安
全
川
柳
を
募
集
し
ま

す
。
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、

市
長
賞
、
警
察
署
長
賞
な
ど
を

贈
り
ま
す
。�

◆
期
　
間
　
八
月
三
十
一
日
（金）�

◆
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
、 �

　
住
所
・
氏
名
・
年
令
・
電
話�

　
番
号
を
書
い
て
、
郵
送
し
て�

　
く
だ
さ
い
。�

◆
応
募
先
　
〒
６
５
６
ー
８
６

　
８
６
洲
本
市
役
所
市
民
生
活

　
部
市
民
課
交
通
安
全
川
柳
係�

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課

（
　
２
２
・
３
３
２
１
）
へ
。�

�

消
防
職
員
募
集�

刑
務
官
募
集�

交
通
安
全
川
柳
の
募
集�

軍
人
恩
給
の
受
給
資
格
を�

調
査
し
ま
す�

�

　
旧
軍
人
（
又
は
未
亡
人
）
で

軍
人
恩
給
を
請
求
し
た
こ
と
が

な
い
人
に
、
軍
人
恩
給
の
受
給

資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
調
査
し

ま
す
（
公
務
員
退
職
等
の
年
金

受
給
者
を
除
く
）
。�

　
希
望
者
は
、
履
歴
申
立
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
終
戦
当

時
の
本
籍
地
の
あ
る
都
道
府
県

援
護
担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
用
紙
は
市
役
所
介
護
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
）
。�

◆
種
　
類�

▽
普
通
恩
給
　
実
在
三
年
以
上  �

　
で
加
算
年
を
含
め
た
在
職
十  �

　
二
年
以
上�

▽
一
時
恩
給
　
実
在
が
引
き
続�

　
き
三
年
以
上�

▽
一
時
金
　
実
在
三
年
以
上  �

　
（
一
時
恩
給
・
一
時
金
は
支

　
給
一
回
限
り
）          �

▼
詳
し
く
は
、
県
社
会
援
護
課

恩
給
係
（
　
０
７
８
・
３
４
１

・
７
７
１
１
内
線
２
９
９
８
・

２
９
９
９
）
へ
。�

◆
職
　
種
　
消
防
職�

◆
定
　
員
　
若
干
名�

◆
試
験
日 �

▽
第
一
次
試
験
　
九
月
十
六
日

　
（日）�

▽
第
二
次
試
験
　
十
一
月
中
旬�

◆
申
込
期
間
　
八
月
一
日
（水）
〜 �

　
十
四
日
（火）�
◆
受
験
資
格
　
昭
和
五
十
二
年  �

　
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た�

　
人
で
、
高
等
学
校
を
卒
業
し�

　
た
人
（
ま
た
は
平
成
十
四
年�

　
三
月
卒
業
見
込
み
の
人
）�

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
広
域
消
防

事
務
組
合
消
防
本
部
総
務
課  �

（
　
２
４
・
０
１
１
９
）
へ
。�

９３�

クワカミキリの雌�

豚
肉
の
ウ
ー
ロ
ン
茶
煮�

◆材料（４人分）�

　豚もも肉（かたまり）　２５０�
　ブイヨン顆粒　 小さじ１�
　ウーロン茶 （ティバック）　２袋�

たれ�
　濃口しょうゆ　大さじ２�
　酢　　　　　　大さじ２�
　みりん　　　　大さじ１�
　酒　　　　　　大さじ１�
　赤唐辛子　　　　　１本�
　レタス　　　　１／２個�
　玉ねぎ　　　　１／２個�
　トマト　　　　　　１個　�

グラ�
ム�

◆ 

作
り
方�

�

① 

鍋
に
豚
肉
が
か
ぶ
る
く
ら
い

　
の
湯
を
沸
か
し
、
ウ
ー
ロ
ン

　
茶
を
濃
い
目
に
煮
出
し
て
か

　
ら
、
豚
肉
を
入
れ
て
約
四
十

　
分
茹
で
る
。�

�

② 

タ
レ
の
調
味
料
に
①
の
豚
肉

　
を
入
れ
て
、
か
ら
ま
せ
る
。�

�

③ 
皿
に
レ
タ
ス
を
敷
き
、
玉
ね

　
ぎ
の
千
切
り
、
ト
マ
ト
、
豚

　
肉
を
薄
く
切
り
、
盛
り
合
わ

　
せ
、
タ
レ
を
か
け
る
。�

　
　
塩
分
を
控
え
た
い
と
き
は
、

　
タ
レ
の
し
ょ
う
ゆ
を
少
な
く

　
し
、
酢
を
増
や
す
と
よ
い
で

　
し
ょ
う
。�

栄養士�
　 久保田とし子�
�

　
ク
ワ
カ
ミ
キ
リ
は
体
長
四
㌢

前
後
で
、
か
ら
だ
は
黒
色
、
頭

や
胸
、
前
羽
な
ど
は
黄
褐
色
の

短
い
毛
で
お
お
わ
れ
て
い
ま
す
。

成
虫
は
六
月
か
ら
八
月
に
か
け

て
現
わ
れ
、
ク
ワ
や
イ
チ
ジ
ク
、

ミ
カ
ン
な
ど
の
害
虫
と
し
て
古

く
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
雌
は
木
に
下
向
き
に
止
ま
り
、

大
あ
ご
で
木
の
皮
に
か
み
傷
を

作
っ
て
穴
を
あ
け
ま
す
。
次
に

上
向
き
に
な
り
、
穴
に
産
卵
管

を
さ
し
込
ん
で
、
卵
を
一
個
だ

け
産
み
ま
す
。
一
個
の
卵
を
産

む
の
に
四
十
分
ほ
ど
か
か
り
、

夏
の
間
卵
を
産
み
続
け
ま
す
。�

　
幼
虫
は
木
の
中
に
食
い
入
り
、

所
々
に
小
穴
を
作
っ
て
木
の
く

ず
と
ふ
ん
を
外
に
出
し
、
二
年

か
三
年
で
さ
な
ぎ
に
な
り
ま
す
。�

　
ク
ワ
カ
ミ
キ
リ
は
本
州
、
四

国
、
九
州
に
分
布
す
る
普
通
種

で
、
淡
路
島
で
も
少
な
い
な
が

ら
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。�

グラ�
ム�

キロ�
カロリー�

　　　１人分�
エネルギー　１４９�
塩分　　　　１．８�

２３１�

ク

ワ

カ

ミ

キ

リ�

（淡路昆虫研究会会長）�

火�

日�

由 良 小 学 校 体 育 館�

洲本市スポーツセンター�

p.m．5：30～7：00（少年・一般）�

p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�

「拳志会」淡路島道場 TEL.42－2517

3，000円�

練習日� 時　　　　間� 場　　　　所�

ゆ�



１４�

　日本美術における伝統的な絵画様式の一つである南画を
伝承・研究・創作している南画院の会員による作品の選抜
展を開催しています。�

◆期　間　８月５日（日）まで�
◆ところ　洲本市立淡路文化史料館�
　　　　　西淡町立滝川記念美術館玉青館�

１ こどもと高齢者の事故防止�

２ シートベルト・チャイルドシートの着用の徹底�

３ 無謀運転の追放�

 夜間外出には、反射材を活用しましょう。�

洲本市・洲本警察署・洲本交通安全協会�

第四十一回 日本南画院 選抜淡路展�

◆と　き  ９月２日（日）�
　　受　付　午前９時３０分～�
　　対　局　１０時～�
◆ところ  �
　　囲碁大会　兵庫県立淡路勤労センター�
　　将棋大会 　洲本市総合福祉会館�
◆申　込　官製はがきか 封書で、参加種目・住所・氏 名
　・生年月日（年齢）・ 性別・電話番号・段位階級を書
　いて洲本市塩屋２―４―５兵庫県淡路県民局内ふれあい
　祭典淡路実行委員会「囲碁・将棋大会」事務局へ郵送
　してください。�
◆締　切  ８月１０日（金）�
�　詳しくは、同委員会（　２６・２０５６）へ。�

淡路ふれあいの祭典 囲碁・将棋大会�

夏の交通事故防止運動�

　「人と自然の調和した環境立島」にふさわしい豊かな花
と緑の文化が育まれ、その活動が根づく「公園島淡路」を
めざし、実施されます。自薦、他薦を問いません。�
◆締　切 　９月３０日（日）�
◆応募方法　住所・氏名・電話番号を記入して、花と緑が
　きれいな時期のカラー写真（３枚以上、サイズは自由）
　を送付してください。応募用紙は、市役所企画部企画　
　課・ＮＰＯあわじ緑花協会・（財）淡路２１世紀協会・
　淡路県民局にあります。�
　応募先　〒６５６－００２１　塩屋２－４－１１　ＮＰＯあわじ
　緑花協会（淡路建設会館内　２２・０８８８）へ。�

　洲本市民会館横の市営第２駐車場では、定期駐車の車両
を募集しています。�
◆募集車両　車長４.５㍍、車幅２.２㍍、車高１.７㍍まで
　の乗用車�
◆駐車料金（月額）�
　　２階駐車場  １２，０００円�
　　屋上駐車場  １０，０００円�
◆使用時間　午前８時～午後１０時（５～８月は午後１１
　時）まで�
　申し込みなど詳しくは、市役所産業振興部商工観光課
（　２２・３３２１内線２３９）へ。�

　洲本市街地活性化センターでは、まちづくりの合意形成、
情報化への対応、歴史と文化の継承、おもてなし、集客拠
点づくり、商店街基盤整備といったさまざまな事業を行っ
ています。賛助会員には２か月に１度程度の活動報告や、
センター主催行事への案内を優先的に行います。�
◆年会費　個人２０００円　法人団体５０００円�
　詳しくは、洲本商工会議所（　２２・２５７１）へ。�

あわじ花と緑のコンクール�

　由良・生石地域は、海陸の豊かな自然、自然とのかかわ
りを重視した優れた生活文化を残しており、生物・生態系
と共生しつつ、環境研究、研究交流、環境学習などの拠点
としての役割を発揮しつつあります。由良・生石研究村運
営協議会では、地域の問題点・課題を、参加者とコーディ
ネーターが一緒に議論し、解決方法を見つけだしていくた
めの「参加型セミナー（講座）」を開催します。�

由良・生石研究村シリーズセミナー�
環境と人間　受講生募集�

作 品 募 集�

参 加 者 募 集�

8月1日～15日�

定期駐車の車両を募集しています�
～ 市 営 第２駐 車 場 ～�

洲本市街地活性化センター�
賛 助 会 員 募 集�

◆講座の種類　Ａ 研究村から情報を発信しよう―パソコ　
　ン・インターネット入門　Ｂ 成ヶ島探見の会　Ｃ 新産�
　業研究会―豊かな生物・生態系と調和する地域産業の開発�
�　詳しくは、由良・生石研究村運営協議会大阪事務所　�
（　０６・６２０３・７４０１）へ。�

（給付）＋（福利厚生）＋（融資あっせん）＝�
働きがいのある職場�

◆お祝い、お見舞い、お悔やみなどに給付金が支給されます。�
◆ 全国宿泊施設の割引・補助�
◆ 文化、スポーツ、レクリエーション施設の利用補助�
◆ 海外旅行事業の補助�
◆バスツアー、ボウリング大会、テーブルマナー教室実施�
◆プロ野球甲子園球場、グリーンスタジアム神戸の�
　年間予約席あっせん�

◆掛　金　月１人５００円�
　 詳しくは、（財）兵庫県勤労福祉協会淡路支部�
（塩屋２―４―５淡路県民局労政課内　　２６・２０
　８７）へ。�

�い
つで
も�

   加
入で
き�

     
ます
。�

重点目標�



　６月１１日から１５日までの５日
間、「トライやる・ウィーク」が実
施されました。図書館にもたくさん
の中学生がお手伝いに来てくださり、
本の整理整頓・貸出・返却、ブッカ
ーというフィルムで本をコーティン
グする作業や、七夕飾りづくり、果
ては雑草抜きまで精力的にこなして
下さいました。�
�　最終日には、「貴重な体験でした」
「この活動でしたことを生かして、
これからもがんばろうと思います」
「もっと本を大切にしたいです」
「普段できない体験ができてよかっ
た」などの言葉をいただき、学生の
皆さんに貴重な時間を提供できたよ
うで、図書館員一同もほっと一息。�
�その時の感想文をいただきました。
児童室で展示させていただいており
ます。�

�《行事のお知らせ》�

「おはなし会」�
７月２８日、８月１１日�

�（ちいさい子向け）�
７月２１日�

�「おりがみ教室」�
７月２８日�

お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ　　お知らせ�

１５� 古紙配合率１００％再生紙を使用しています�

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

フリー�
ダイヤル�

な　や　み ぜろ�

▼
�

（　２２・０７１２）�

７月１９日（木）�

７月２７日（金）�

８月６日（月）�

８月９日（木）�

８月１０日（金）�

８月２４日（金）�

乳　児�10か月児�1歳6か月児�３歳児�

場　所�

受　付�
時　間�

午後１時～１時１５分�

市 保 健 セ ン タ ー �
午後�
１２時４０分�
　～１時�

�

�

Ｈ１２年９月生�

�

�

Ｈ１１年１２月生�

�

�

�

Ｈ１２年１月生�

Ｈ１３年３月生�

�

�

�

Ｈ１３年４月生�

�

�

�

�

Ｈ１０年５月生�

�

洲本健康福祉事務所で�

ママメイト（対象：妊婦）�
　いのちって何だ　毎月第１～４月�
　　曜日、受付・午前９時３０分～�
　お母さんは元気　７月２４日（火）、�
　　受付・午後１時３０分～�
　おっぱいで育てたい　８月２１日�
　　（火）、受付・午後１時３０分～�
　赤ちゃん大好き　９月１１日（火）、�
　　受付・午後１時３０分～�
　こんにちは赤ちゃん　８月７日（火）、�
　　受付・午後１時３０分～�
　離乳食のおけいこ　８月１日（水）、�
　　受付・午後１時３０分～�
離乳食教室　８月１日（水）、午後１時�
　～３時�
７か月児相談　８月１５日（水）、受付�
　午前９時４５分～１０時、対象者�
　（Ｈ１３．１月生まれ）には案�
　内、問診票などを送付します。�
２歳児健康相談　７月２６日（木）、受�
　付・午後１時～１時１５分、対象�
　者（Ｈ１１、７月生まれ）には案�
　内、問診票などを送付します。�
乳幼児相談　８月１７日（金）、午前９�
　時３０分～１１時�
歯科保健相談　毎月第４水曜日、受�
　付・午後１時～１時３０分。フッ�
　素塗布を同時に行います（予約が�
　必要、料金１，４８０円）。�
成人健康相談　毎月第１～４月曜日、�
　午後１時～３時（栄養相談は第２・�
　４月曜日）�
�
�
成人健康相談　８月は、夏の健康診�
断のため休みます。�
�
�
成人健康相談　毎月第１～４金曜日、�
　受付・午後１時～１時３０分（成�
　人病相談など・予約が必要）�
心の相談　毎月第２火曜日、奇数月�
　第３火曜日、予約制・午後１時３０�
　分～（精神病、痴呆、アルコール�
　その他心の相談など。）�

　7月、8月の乳幼児健康診査を次�
のとおり行います。対象者には問診�
票などを送付しますので、母子手帳�
を持参し受診してください。�

法律相談　弁護士による相談。８月�
　１日（水）、８月１５日（水）、（受付・市�
　役所市民相談係で電話による予約�
　受付けをしています。　２２・３�
　３２１内線３４５・３ ４６）総合�
　福祉会館で。�
行政相談　８月８日（水）、午後１時�
　１５分～（受付・午後１時３０分�
　まで）総合福祉会館で。�
社会保険相談　第４金曜日、午前１０�

栄養表示基準制度相談　毎月第１、�
　３月曜日、午前１０時～正午（予�
　約が必要）�
�栄養専門相談  毎月１・３月曜日�
　午後１時～５時（予約が必要）�
胃がん検診  ９月５日（水）、午前９時�
　～正午（申込・市保健センターへ）�
２時間人間ドック　火・水・木曜日�
　で保健所が指定する日、午前９時�
　～（料金１５，５８０円、申込・洲�
　本保健所へ）洲本市民で国民健康�
　保険に加入し３０歳以上の人に�
　８，０００円、社会保険などの加入�
　者で４０歳以上の人に５，０００円の�
　助成があります。（ただし１年度�
　１回限り）　　�

　時～午後３時、市民会館で。�
心配ごと相談　毎月２日、１２日、�
　２２日、２７日（日曜・祝日の場�
　合は翌日）午後１時～４時、総合�
　福祉会館で。電話での相談にも応�
　じています（　２６・００２２）。�
青少年相談　毎月第３水曜日、午後�
　１時～３時、青少年センター（�
　２２・４５４７）で。�
母子家庭相談　毎週金曜日午前１０�
　時３０分～午後５時、福祉事務所で。�
高齢者相談　月～金曜日、午前９時�
　～午後５時３０分、淡路県民局�
　（　　０１２０・３６・７８３０�
　で。介護相談なども行っています。）　　�
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１６�

　市農政課では、「花」の祭典を５月に行いました。
続いて「食」をテーマにした祭典を開催します。焼
肉やたこ天などの「食のコーナー」と、地場産の魚
介類、野菜、牛乳などの販売を予定しています。ご
家族や友人おそろいでお越しください。なお、数に
限りがありますので、お早めにお越しください。�
◆と　き　８月１０日（金）、午後５時～�
　（小雨決行、荒天時は翌日に順延します）�
◆ところ　「御食国」横の多目的広場�
　詳しくは、市役所農政課（　２２・３３２１内線
２４４）へ。�

◆と　き�
　７月２０日（金）海の日�
　午前９時～午後３時（小雨決行）�
◆ところ�
　由良・成ヶ島�
　―参加費・渡船料は無料―�
　　先着２００人にハマボウの苗木を用意�

　成ヶ島は、この１年間で環境省、県、洲本市やボ
ランティア団体が手を入れ、見違えるほど美しくな
っています。是非おいでください。�
　詳しくは、成ヶ島を美しくする会（　２７・０３
９３、２７・００１１）へ。�

◆と　き�
　８月１３日（月）、�
　午後７時～�

◆ところ�
　ジャスコ駐車場東側空地�

淡路島まつり�淡路島まつり�

第５回 洲本の盆踊り�
サマーフェスティバル�

8月3日（金）～5日（日）�

おどり大会�８月３日（金）、４日（土）、午後６時～１０時�

花火大会�８月５日（日）、午後８時～９時�
　雨天や強風の場合は、８月６日に順延します。交
通渋滞が予想されますので、なるべく交通機関をご
利用ください。また遊漁船での花火見学は自粛して
ください。�
塩屋１号線がメーンおどり場に�
　おどり大会は、昨年に引き続き塩屋１号線をメー
ン会場にして繰り広げられます。ケーブルテレビでは、
この熱狂を生中継で放送します。ご期待ください。�
　詳しくは、洲本商工会議所（　２２・２５７１）か市役
所商工観光課（　２２・３３２１内線２３８・２３９）へ。�

自由参加・飛び入り大歓迎�

　夏にハイビスカスの
ような直径５㌢ほどの黄
色い花をつけます。ハマ
ボウの群生地は兵庫県
で成ヶ島だけです。�


